
平成 29年度 熊本県主任介護支援専門員研修カリキュラム 

 

科 目 目 的 内 容 時間数 

○主任介護支援専門

員の役割と視点 

地域包括ケアシステ

ムの構築や地域包括ケ

アを実現するケアマネ

ジメントを展開するに

当たり、主任介護支援

専門員が果たすべき役

割 を 認 識 す る と と も

に、その役割を担う上

で必要な視点、知識及

び技術を修得する。 

・地域包括支援センター、居宅介護支援事

業所等における主任介護支援専門員の役割

（地域や事業所の介護支援専門員に対する

個別支援、地域や事業所における人材育成

の実施、多職種等とのネットワークづくり

や社会資源の開発などの地域づくり及びセ

ルフケア・セルフマネジメントに関する地

域住民の意識づくり）について講義を行

う。 

・介護支援専門員に対する指導・支援の視

点及び地域包括ケアシステムの構築に当た

っての地域づくりに関する講義を行う。 

・事業所におけるケアマネジメントと地域

包括ケアシステムにおいて求められるケア

マネジメントの違いに関する講義を行う。 

・介護保険制度や利用者支援に係る周辺制

度について、最新の制度改正等の動向に関

する講義を行う。 

講義５時間 

○ケアマネジメント

（居宅介護支援、施

設における施設サー

ビス計画の作成、サ

ービスの利用援助及

び施設サービス計画

の実施状況の把握並

びに介護予防支援を

いう。以下同じ。）の

実践における倫理的

な課題に対する支援 

介護支援専門員が直

面しやすい倫理的課題

に対し、どのような姿

勢で対応すべきかにつ

いて指導・支援する技

術を修得する。 

・介護支援専門員倫理綱領の意義・内容を

再確認し、介護支援専門員が備えるべき倫

理を実践例を交えて講義を行う。 

・ケアマネジメントを行う際に直面する倫

理的課題と対応方法について講義を行

う。 

・個別支援において生じた倫理面の課題に

対する指導・支援方法について講義を行

う。 

講義２時間 

○ターミナルケア ターミナルケアに関

する現状・課題、介護

支援専門員が関わる際

に必要な視点・支援の

技術及び支援に当たっ

ての指導方法を習得す

る。 

・ターミナルケアの基本を理解し、居宅及

び施設におけるターミナルケアの課題や必

要な視点について講義を行う。 

・利用者及びその家族等に対する介護支援

専門員としての適切な支援方法について講

義を行う。 

・ターミナルケアで必要な看護サービス等

を活用する際の視点や医療職をはじめとす

る多職種との連携方法・協働のポイントに

ついて講義を行う。 

講義３時間 

○人材育成及び業務 

管理 

質の高いマネジメン

トを提供し、事業所の

適正な運営等を図るた

めの「人事管理」「経

営管理」に関する知識

の修得及び「人材育

成」「業務管理」の手

法を修得する。 

・地域や事業所内における介護支援専門員

の人材育成に関する留意事項、効果的な取

組及び方法（研修計画の作成、OJT と

Off-JT、事例検討会等）について講義を

行う。 

・地域において人材育成を行うに当たって

必要なネットワークの構築方法に関する講

義を行う。 

・事業所内における介護支援専門員に対す

る業務管理の意義・方法及び課題と対応策

について講義を行う。 

 

 

講義３時間 



科 目 目 的 内 容 時間数 

○運営管理における

リスクマネジメント 

ケアマネジメントを

実践する上で発生する

リスクに対して、組織

や地域として対応する

仕組みの構築に必要な

知 識 ・ 技 術 を 修 得 す

る。 

・ヒヤリハットの事例に基づき、ケアマネ

ジメントを行う上で発生しうるリスクの予

測とその評価の手法について講義を行う。 

・地域や事業所におけるリスク軽減に向け

た仕組みや体制の構築の手法について講義

を行う。 

・介護支援専門員に課せられている秘密保

持義務の規定を再確認し、個人情報の取扱

に係るリスクと関連制度について講義を行

う。 

・自然災害が発生した場合の対応に関する

基本的な考え方や方法、対応体制の構築に

向けて必要な知識や方法について講義を行

う。 

講義３時間 

○地域援助技術 地域において、地域

援助技術（コミュニテ

ィソーシャルワーク）

の実践が進むよう地域

づくりの重要性と主任

介護支援専門員の役割

を理解するとともに、

地域課題の把握方法、

地域づくりに向けた具

体的な取組内容等に係

る必要な知識・技術を

修得する。 

・地域づくりの意義と手法及び地域課題を

把握するための情報の入手・活用の方法に

ついて講義を行う。 

・地域課題の解決に向けた関係者によるネ

ットワークの機能や構築方法について講義

を行う。 

・地域援助技術（コミュニティソーシャル

ワーク）に関する介護支援専門員に対する

指導・支援方法を修得する。 

・地域ケア会議等を通じて把握した地域課

題を解決するための地域援助技術（コミュ

ニティソーシャルワーク）の展開につい

て、基本的な考え方や方法を修得する。 

講義及び 

演習６時間 

○ケアマネジメント

に必要な医療との連

携及び多職種協働の

実現 

地域において、医療

との連携や多職種協働

が進むよう、他の介護

支援専門員や多職種に

対する働きかけ、連

携・協働の仕組みづく

りに必要な知識・技術

を修得する。 

・医療職をはじめとした多職種との協働に

おける工夫と留意点など成功例と失敗例を

参考にして連携・協働の仕組みづくりの重

要性を理解する。 

・地域ケア会議が有している機能と、当該

会議を効果的に開催するための運営方法に

関する講義を行う。 

・行政との連携・協働に当たっての留意点

に関する講義を行う。 

・多職種協働において関わりが強い他法他

施策（障害者総合支援法、生活困窮者自立

支援法等）の概要と他法他施策を活用する

際の関係機関等との連携・協働に当たって

の留意点に関する講義を行う。 

・日常的な実践における医療職をはじめと

した多職種協働に関する介護支援専門員へ

の指導・支援方法を修得する。 

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

講義及び 

演習６時間 



科 目 目 的 内 容 時間数 

○対人援助者監督指

導 

対人援助者監督指導

（スーパービジョン）

の機能（管理や教育、

支援）を理解し、実践

できる知識・技術を修

得するとともに、スー

パーバイザーとして主

任介護支援専門員に求

められる姿勢を理解す

る。 

・対人援助者監督指導（スーパービジョン）

の内容と方法に関する講義を行う。 

・対人援助者監督指導（スーパービジョン）

の効果、介護支援専門員に対して対人援助

者監督指導（スーパービジョン）を行う際

の留意点及びスーパーバイザーとしての主

任介護支援専門員の心構えと視点を理解す

る。 

・個人対人援助者監督指導（個人スーパー

ビジョン）と集団対人援助者監督指導（グ

ループスーパービジョン）の方法等を修得

する。 

講義及び 

演習１８時間 

○個別事例を通じた

介護支援専門員に対

する指導・支援の展

開 

介護支援専門員に対

する指導・支援におけ

る様々な方法と関わり

方について、その具体

的方法や留意点を理解

するとともに、事例研

究の実践的な展開方法

を修得する。 

・個々の事例に対する介護支援専門員のケ

アマネジメントについて、主任介護支援専

門員として指導・支援を行う際の様々な方

法（コーチング、ティーチング等）を修得

するとともに、指導・支援を行う際の様々

な場面における関わり方を理解する。 

・指導・支援に当たっての留意点を踏まえ

つつ、事例検討・事例研究における指導・

支援の実践的な展開方法（会議の設定と準

備、介護支援専門員との関係構築、傾聴、

承認、指導・支援の具体的な展開及びまと

めと振り返り）を修得する。 

講義及び 

演習２４時間 

	


